
甲南大学人間科学研究所

Ｋｏｎａｎｌｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏ↑Ｈｕｍａｎ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ

ＲＥＴ

－

‐

－

　２００４　

０

　Ｖ。１　

２

ｙＫＯＮＡＮ　ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ

甲南大学人間科学研究所が甲南大学１８号館に開設されてから、１年が経ちました（２００２年１１月開設）。

当研究所では、「現代人の心の危機」を総合的に研究するという理念のもと、

日々さまざまな研究活動が活発に行われています。

甲南大学人間科学研究所では、研究者や学生を主な対象とする研究会以外にも、

地域の方々を対象とするシンポジウムやワークショップを行っています。

今年度には２回の公開ワークショップを行いました。第２号ではその模様をリポートします。
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教師のための茶の湯による癒し

‘ｔ公開ワークショップｉ　　
ＷｏｒｋＳｈｏｐ

講師／冨士田宗啓（裏千家業鉢部）

日時／平成１５年１１月１５日（土）

場所／１８号館和室

　そこで、甲南大学人間科学研究所では今回、「教師のため

の茶の湯による癒し」と題したワークショップを、阪神地区の

小中学校の先生とスクールカウンセラーの方々を対象に、裏

千家業鉢部冨士田宗啓先生を迎えて行いました。当日は、

甲南大学１８号館にあるグループワーク室が茶室としてしつら

えられました。床には冨士田先生御持参の軸（大徳寺管長

小田雪窓師筆）「松高白鶴眠」がかけられ、同じく４００年の

歴史を持つ瀬戸祖母懐（瀬戸近郊の地名で陶器用良土を

産する村の名）で裏千家大宗匠によって「香楽」と銘付けら

れた壷と、一輪ざしに生けられた初嵐（白い椿）が飾られ、荘

重な雰囲気の中で小講義が始められました。

　茶の湯は４００年以上前に茶道として確立されて以来、主

に武家や町人の間で綿々と受け継がれ現在に至っています。

特に１１月は茶人にとって特別の月で、正月以上の重事とされ

ています。春に摘み取られた新茶は、葉茶のまま詰茶され、暑

い時を壷の中におかれ、涼気に至たる１１月に茶家に渡り、口

切の茶事を迎えます。口切の茶事とは、封印された壷の蓋を

切り、茶臼で茶を挽き抹茶を点てて客をもてなす、いわば茶の

点て初め式です。茶事は茶席という非日常の世界に客を招

きいれてもてなすことで、森羅万象すべてのものとつながると

同時に、主客の関係を築いてゆく作業であると説明されまし

た。その後、茶壷に納められている袋茶や詰茶を拝見し、先

生のお点前で炭を次ぎお茶を点てて頂き、一同は豊かな非日

常の時間を体験しました。参加者からは、このような催しが今

後も開催されることへの期待が、多数寄せられました。

※茶と禅は形こそ異なるけれど、人間形成という本質に

おいて同じであるということ。

　　　の湯は、連歌との関連から芸能として論じられたり。困

あるいは禅僧栄西が宋代の喫茶法を紹介して以来

日本の喫茶が定着したことから、茶禅一味※と解かれたりし

ます。近代に入ってからは、宗教や倫理的枠組みが変質する

なかで、遊びの一つとして位置づけられ、資産家や知識人の

間で趣味として道具を集め折々に茶会が催されました。この

ように茶の湯は様々な側面から語られますが、いずれにしても

茶の湯を十全に表現し得たわけではなく、むしろそれらは茶の

湯が極めて複雑な要素を持ちあわせていることを明白にして

います。しかし、それらの中で共通していることは、芸能であれ

宗教であれ趣味であれ、茶の湯が日本人の心を捉え豊かな

内的世界を体験する心の作業であるといえることです。



講師／田中健夫プ九州大学学生生活・

　　　修学相談室、高等教育総合開発

　　　研究センタソ

ファシリデーター（グループワーク）／

森茂起＝’甲南大学文学部教授・人間科学

　　　　研究所所長）

羽下大信（甲南大学文学部ノ

橋本和典ぐＰＡＳ心理教育研究所プ＝

日時／Ｈ１５．１２／６（土）・１２／７（日）

場所／甲南大学１８号館３階講演室

トラウマ臨床の理論と実践一中中分析的アプローチー

　講義のなかで、トラウマのもたらす影響のひとつとして「考

える」機能の損傷があげられました。トラウマを受けた人は、

体験を言葉に置き換え体験から距離をおくことができなくなり

ます。起こったことを「思い出すこと」がそのままトラウマの追

体験となり、それはときに生々しい死の不安を呼び起こしてし

まいます。精神分析理論は、言葉を用いてそのような強烈な

トラウマ体験を組織化していくことに貢献できると田中先生

は説明されました。また、クライエントとともにトラウマを追体験

することになる治療者自身にとっても、理論は有用なものであ

ることが強調されました。

　トラウマ臨床にあたる治療者には、精神的な負担が大きく

のしかかってきます。今回のワークショップで、参加者は普段

の臨床の場面を振り返ってさまざまなことを感じ、考える機会

を得られたようです。「このような企画がまたあれば是非参加

したい」という声も多くありました。このたびのワークショップ

で、治療者のための企画がもっと必要であることが、主催者

の側にも改めて認識されました。

※タビストック・クリニックは、ロンドンにある精神分析的精神

療法に関する研究所として国際的に有名な施設です。イギ

リスの国民医療制度のもとにおかれているため、クリニックを

訪れる人々はすべての医療サービスを無料で受けることがで

きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸九

　　　　　　　　　　　　　　　　竹ＷｏｒｋＳｈｏｐ
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助技法が日本に紹介され、実際に臨床場面でも用

－一一
いられています。しかし、トラウマの臨床ではまずトラウマを負っ

た人々の心的状態をどのように理解するかが課題になります。

　今回、甲南大学人間科学研究所では、イギリスのタビストッ

ク・クリニック※でトラウマ臨床の研修を１年間経験された田

中健夫先生をお招きし、２日間のワークショップを開催しまし

た。対象は日頃臨床実践にあたっている地域の臨床心理士

の方々です。田中先生によるトラウマの精神分析的な理解

の枠組みの紹介とともに、参加してくださった１６名の臨床心

理士の方々と、グループワーク、ケーススタディを通じて理論

を実践に結びつける試みを行いました。

　ワークショップ１日目には、参加者が過去にもった自分自身の

トラウマ体験を振り返るグループワークを行いました。トラウマへ

の対処法、回復過程を体験的に考えることが目的です。そのあ

と、イギリスＢＢＣ放送で放映されたタビストック・クリニックにおけ

るトラウマへの治療的介入を紹介したビデオを参照しながら、ト

ラウマへの精神分析的アプローチの実際を学びました。２日目

には、トラウマ理解のための精神分析理論と主要な概念を学ん

だあと、トラウマ臨床のケーススタディを行いました。



日

講

時／平成１５年１０月１７日（金）

師／浅野房世（姫路工業大学、兵庫県立淡路景観園芸学校）

日　　時／平成１５年１１月１５日（土）

講　　師／冨士田宗啓（裏千家業鉢部）

＠教師のための茶の湯による癒し

個ＩＳ

　Ｏ園芸療法研修会（２）園芸療法の実践―モーニングワークにおけるヒーリング・ランドスケープー

平成１５年９月～平成１６年１月

米これまでの活動

日　　時／平成１６年１月３０日（金）

講　　師／福本修（恵泉女学園大学）

パネリスト／森茂起（甲南大学）、港道隆（甲南大学）

－ＩＳ

　Ｏジェノサイド・メンタリティとトラウマー批評理論からのアプローチー

　　　日　　時／平成１５年１１月２１日（金）
　　　講　　師／下河辺美知子（成蹊大学）

　＠災害とこころのヶアー８年問の実践と今後ｏ展開－

　　　日　　時／平成１６年１月１６日（金）
　　　講　　師／加藤寛にころのヶア研究所）

　○〈狼男Ｗｏｌｆ　Ｍａｎ〉をめぐる人々

シンポジスト／

　（予定）

平成１６年７月２５日（日）時間未定

甲南大学

こころのケア研究所

白川美也子（国立療養所天竜病院小児神経科、精神科／精神医学）

加藤寛にころのケア研究所／精神医学）

高橋哲哉（東京大学／哲学）

森茂起（甲南大学文学部／臨床心理学）

＠感性の変容（仮題）べ１７４１ｎｎ

ブ二………

指定討論者／中井久夫にころのヶア研究所／精神医学）
　（予定）　　港道隆（甲南大学文学部／哲学）

司　　会／横山博（甲南大学文学部／精神医学、臨床心理学）

　（予定）

個Ｉ圖皿

　＠トラウマ概念の再吟味一埋葬と亡霊－

日　　時／平成１５年１２月６日（土）・１２月７日（日）

講　　師／田中健夫（九州大学学生生活・修学相談室、高等教育総合開発研究センター）

ファシリデーター／森茂起（甲南大学）、羽下大信（甲南大学）、橋本和典（ＰＡＳ心理教育研究所）

＠トラウマ臨床の理論と実践一精神分析的アプローチー

平成１６年７月～

米これからの活動
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